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このたびは、扇風機をお買い上げいただき、ありがとう
ございました。
この取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いく
ださい。とくに「安全上のご注意」は必ずお読みください。
お読みになったあとは、いつでも取り出せるところに
大切に保管してください。

この商品を使用できるのは日本国内のみで、国外では
使用できません。



安全上のご注意

電源プラグ・コード・コンセント

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
お使いになる人や他の人々への危害や損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。

人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容

人が傷害を負う可能性及び
物的損害のみの発生が想定
される内容

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

・お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

プラグを抜く

強制

禁止

強制

禁止

組立て前に羽根・ガードをつけずに固定
解除ボタンを押さない
モーター部が飛び出すことによるけがの
原因

水ぬれ禁止

水につけたり、水をかけたりしない
ショート・感電の原因

異常・故障時には直ちに使用を中止する
発煙・発火・感電・けがの原因

すぐに電源プラグを抜いて、販売店へ
点検、修理を依頼する。

電源は交流100V専用コンセントを使
用する
火災・感電の原因

コードや電源プラグがいたんだり、コン
セントの差込みがゆるいときは使用
しない
感電・ショート・
発火の原因

コードを傷付けたり、破損したり、加
工したり、無理に曲げたり、引っ張っ
たり、ねじったり、たばねたりしない。
また、重い物を載せたり、挟み込んだ
りしない
コードが破損し、火災・感電の原因
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警 告

分解禁止

改造はしない
修理技術者以外の人は、分解したり修
理をしない
火災・感電・けがの原因
修理はお買い上げの販売店またはお近く
の「お客さまご相談窓口」（12ページ）に
ご相談ください。　

羽根・ガードをつけずに
運転しない
けがの原因

スイッチを入れても、羽根が回らない。
羽根が回っても異常に回転が遅かった
り不規則。
運転中、異常な音がする。
コードを折り曲げると、通電したり、
しなかったりする。
モーター部や電源プラグ、コードが異
常に熱い。
こげくさい臭いがする。
その他の異常や故障がある。

●記号は必ず実行する「強制」内容
（左図はプラグを抜く）

○記号はしてはいけない「禁止」内容
（左図は分解禁止）

お手入れの際は必ず電源プラグをコン
セントから抜く
また、ぬれた手で抜き差ししない
感電・けがの原因



つぎのようなところでは使わない
感電や火災の原因
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注 意

禁止

ガスレンジなどの
炎のあたるところ

引火性のガスの
あるところ

雨や水しぶきの
かかるところ

同梱品

本体

ベース

ナット スピンナーガード止め
 ナット

羽根

リチウム電池は工場出荷時にリモコンに取り付けています。この電池は自己放電のため寿命が短くなっている場合があります。

リモコン

リチウム電池

後ガード前ガード

電源プラグ・コード・コンセント
電源プラグを抜くときは、コードを持
たずに必ず先端の電源プラグを持って
引き抜く
また、電源プラグのほこりなどは、定
期的にとる
感電・ショートによる発火の原因

使用しないときは、電源プラグをコン
セントから抜く
けがややけど、絶縁劣化
による感電や漏電火災
の原因

強制

プラグを抜く

風を長時間からだにあてない
健康を害する原因

障害物のそばや不安定な場所で使わない
転倒によるけがの原因

本体に異常な振動が発生した場合は、
使用を中止する
羽根やガードがはずれることによる
けがの原因強制

禁止

ガードの中や可動部へ指などを入れ
ない
けがの原因

接触禁止



④

スタンドをベースに取り付けます。

ナットを右に回しスタンドと
ベースを固定します。

ベースの突起部に
スタンドの穴を
はめ込みます。

各部のなまえと組立てかた
2

キャップは捨てないでください。
保管のとき、モーターシャフトのさび防止の
ため必要です。

キャップをはずし、
後ガードを取り付ける

組立て前に羽根・ガードをつけずに固定解除
ボタンを押さない
モータ一部が飛び出すことによるけがの原因

モーターシャフトのキャップをはずします。
後ガードの取っ手を上にして、後ガードの
穴（３ヵ所）とモーター部の凸部（３ヵ所）
を合わせてはめ込みます。

モーター部

スタンド

ベース

操作部

受信部

固定解除ボタン

モーターシャフト

凸部（３ヵ所）

電源プラグ

リモコンホルダー

リモコン

首振り角度
調節レバー

首振りつまみ

コード

スタンドをベースからはずすときは

1ベースを取り付ける

穴

突起部

ベース

ナット

スタンドコード

ベース

ベースとスタンドの間にコードを、
はさみ込まない
ようにします。

コードをベース
内側から
通します。

ゆるまないよう
に確実にナット
で締め付けます。

ナットをはずし、
スタンドを引き
上げて、はずし
ます。

スタンド

コード
ベース

スタンド

コード

ベース
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前ガードの取付けかた

クリップが右図の
位置になるように
確実に固定します。
「カチッ」と音がする
まで押し込んでくだ
さい。

前ガードは確実にはめ込んでください。

4前ガードを取り付ける

羽根ラベルは、はがさないでください。
（事故防止のために法で定められた表示です）

3ガード止めナット、羽根、
スピンナーを取り付ける

リモコンをお使いになる前に
リモコンから絶縁シートを取りはずして
お使いください。

4

運転が停止したのを確認して、クリップを
はずし、前ガードを上から押さえ、手掛け
を手前に強く引きます。

前ガード・クリップは、運転中に
はずれないように固定していま
すので、かたく感じますが、その
まま強く手前に引いてください。

※

・包装箱は保管のときに必要です。捨てないでください。

絶縁シート
引き抜く

上から下へ
順番に、全周
はめ込みます。
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持ち運ぶ時は、スライドパイプを押し下げて確実に固定してください。
スライドパイプが上がりにくい場合は、一度スライドパイプを押し下げて
から固定解除ボタンを押さえてスライドパイプを上げてください。

固定解除ボタンを押さえてスライドパイプを上げると固定が解除され、
お好みの高さに調節できます。
一番下まで押し下げるとその位置で固定になります。それ以外の位置で
は固定できません。

首振り角度調節レバーをお好みの角度に合わせると
広（約80°）・中（約60°）・狭（約40°）の３段階に
首振り角度を調節できます。

※取り扱い時は可動部に指を挟まないよう注意してください。

使用しないときは、コードを収納できます。
コードはベース後ろ側から出して使用してください。

コードの上にベースを載せないでください。
ベースは引きずらないでください。
床やたたみをキズつけることがあります。

首振り角度調節レバー

コード収納部

コード収納部

コード収納部
コード

左右調節

約 約

約

約

上下調節

（つまみを引き上げます。）

（つまみを押し下げます。）

停止

首振り

モーター部を持って動かすとスタンドの向きを変えずに風向きを
左右（約45°ずつ）、上（約18°）、下（約12°）に変えることができ
ます。
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使いかた （つづき）

・電源プラグをコンセントに差し込んで
　ください。

押すたびに「運転」「停止」が切り換
わります。
電源プラグをコンセントに差し込ん
だ後は「ソフト」で運転します。

押すたびにタイマー時間が切り換わります。（入タイマーランプが点灯）

設定されたタイマー時間になると風量「弱」で運転します。
運転「切」または、切タイマー設定時に設定できます。

運転停止後、「入／切」ボタンを押すと停止する前の運転状態で運転します。
（タイマー時間はメモリーされません。）
電源プラグを抜くと、メモリーは解除されます。

切り忘れ防止のため、運転開始後10時間経過すると自動的に停止します。
連続運転にしたいときは、運転中におやすみ切タイマーボタンを押した
まま、風量ボタンを３回押してください。
運転が停止しますので、再度「入/切」ボタンを押して運転してください。
電源プラグを抜くと、連続運転は解除されます。

１０時間オートオフ

※リモコンでは連続運転の設定はできません。

風量ランプ

おやすみ
切タイマーランプ

入タイマーランプ

風量ボタン

入タイマーボタン
「入/切」ボタン

おやすみ
切タイマーボタン
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押すたびにタイマー時間が切り換わります。
（おやすみ切タイマーランプが点灯）

時間の経過とともにランプが切り換わり、
残り時間の目安を表示します。
おやすみ切タイマー運転は、設定された風量
とタイマー時間によって自動的に風量が変化
し、タイマー時間になると自動的に停止し
ます。（おやすみ切タイマー運転図参照）

停止状態でおやすみ切タイマーボタンを押
すと、ワンタッチでおやすみ切タイマー運
転になります。

< 例 >

風の強さに変化をつけ、自然に近い風を送ります。
「リズム風」では、風量ランプの「ソフト」が点滅します。

リズム風

おやすみ切タイマー運転と入タイマー運転を併用したい場合

おやすみ切タイマーボタン

おやすみ切タイマー運転を設定後または
設定中、入タイマー運転を設定します。
入タイマー運転の設定できる時間は、おや
すみ切タイマーランプの表示時間（点灯
している時間）よりも長い時間しか選択
できません。（右図参照）

おやすみ切タイマー
ランプの表示時間

入タイマー運転の設定できる時間

押すたびに風量が切り換わります。
（風量ランプが点灯）

おやすみ切タイマー運転図

切タイマー運転
おやすみ切タイマーボタンを３秒押し続けると、おやすみ切タイマーランプが点滅し、切タイ
マー運転に切り換わります。
切タイマー運転では、自動的に風量は変化しません。
切タイマー運転設定時は、停止状態でおやすみ切タイマーボタンを押しても運転はしません。
電源プラグを抜くと、切タイマー運転は解除されます。
※リモコンでは設定できません。本体操作部で設定してください。



9

リモコンの電池交換のしかた

電池ホルダーを元にもどす3

1

使い終わった電池を取り出し、
新しい電池を電池ホルダーに入れる
2

＋側を上側にする。

電池ホルダー

電池ホルダー

つめ

動作しにくくなった場合は、電池を交換してください。
交換用リチウム電池は、CR2025をお買い求めください。
極性の＋－を間違えないように正しく入れてください。

リモコンを裏返し、電池ホルダーを
取り出す
電池ホルダーのつめを内側に押しながら引き出す。

リチウム電池は、幼児の手の届かない所に置く
万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。

お手入れのしかた ・「組立てかた」と逆の順序で
　分解してください。

柔らかい布にうすめた台所用中性洗剤を含ませ、
よく絞ってから、ふきます。

スライドパイプは必ず伸ばしてお手入れしてください。
※縮めたままで「固定解除ボタン」を押すと、スライドパイプが急に
　伸びて危険です。
スプレー・殺虫剤・ベンジン・シンナー・みがき粉・アルカリ性洗剤など
は使わないでください。変色・変形・ひび割れの原因になります。
収納する前にはよく乾かしてください。

お手入れの際は必ず電源プラグを
コンセントから抜く
感電やけがの原因

スライドパイプ

固定解除ボタン
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収納のしかた
包装箱に発泡スチロール（底）を
入れる。
①～②の部品を発泡スチロール
（底）に順番に納める。
③～⑤の部品を重ねて発泡スチ
ロール（底）に納める。
発泡スチロール（上）をかぶせる。
⑥～⑨の部品を発泡スチロール
（上）に順番に納める。

1

2

3

4
5

・「組立てかた」と逆の順序で分解してください。

②ベース
　（ポリ袋をかぶせる）
　
①スタンド・モーター部
　（モーターシャフトに
    キャップをかぶせ、
   ポリ袋をかぶせる）

　
　　　　　　　　包装箱

⑨リモコン
⑧ガード止めナット
⑦スピンナー
⑥ナット

発泡スチロール（上）

電源コード
（ポリ袋をかぶせる）

発泡スチロール（底）

③羽根
　（羽根押さえではさむ）
羽根押さえ（ダンボール）

④後ガード
　（ポリ袋をかぶせる）
⑤前ガード
　（ポリ袋をかぶせる）
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お客さまご相談窓口
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日本工業規格 ＪＩＳ Ｃ ９９２１-１による　

単相100V又は単相200V

50Ｈｚ及び／又は60Ｈｚ

環境条件の湿度６５％は、ＪＩＳ Ｚ ８７０３の試験状態を参考としている。

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について 
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保 証 書 持込修理

保証期間

扇 風 機 品　　番品　　名

★
 お 客 様

年　月　日

お名前 様

ご住所
〒（　　）

★
 販 売 店

電話　　（　　）

電話　　（　　）

住所・店名

★印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認ください。

この保証書は、本書記載内容で無料修理を行なうことをお約束するものです。
お買い上げの日から上記保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルその他の注意書きに従った正常
な使用状態で故障した場合には、本書記載内容にもとづき、お買い上げの販売店が無料修理いた
しますので、商品と本保証書をご持参ご提示のうえ、お買い上げの販売店にご依頼ください。

１．保証期間内でも次のような場合には有料
修理となります。

修理メモ

２．保証期間内でも商品を修理窓口へ送付さ
れた場合の送料や出張修理を行った場合
の出張料はお客様の負担となります。

３．ご転居の場合は事前にお買い上げの販売
店にご相談ください。

４．ご贈答品等で本書に記入してあるお買い
上げの販売店に修理をご依頼になれな
い場合には、もよりの当社お客さまご相談
窓口（12ページ）へご相談ください。

５．本書は日本国内においてのみ有効です。
Effective only in Japan

６．本書は再発行いたしませんので紛失しな
いよう大切に保管してください。

イ．使用上の誤り、または改造や不当な修
理による故障または損傷。

ロ．お買い上げ後の取付場所の移動、落下、
引っ越し、輸送等による故障または損
傷。

ハ．火災・地震・水害・落雷・その他の天
災地変ならびに公害や異常電圧その他
の外部要因による故障または損傷。

ニ．業務用としての使用、車両・船舶への
搭載など一般家庭用以外に使用された
場合の故障または損傷。

ホ．本書の提示がない場合。
ヘ．本書にお買い上げ年月日、お客様名、

販売店名の記入のない場合、あるいは
字句を書き換えられた場合。

　この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従っ
てこの保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対する
お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理等について
ご不明の場合は、お買い上げの販売店またはもよりの当社お客さまご相談窓口（12ページ）に
お問い合せください。
　保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、取扱説明書をご覧くだ
さい。

お買い上げ日から
１　年　間

★
お買い上げ日

本　　体
（電池は除く）




